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Ionization ability of SiO2 containing NiFe2O4 nanoparticles modified with functional groups 
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質量分析は様々な物質の調査や同定に用いられる。その代表的な手法であるマトリクス支援レーザ

ー脱離イオン化法 (MALDI法) では、検体のイオン化を支援するマトリクスを使用する。これまでに

当研究室では作製した微粒子がマトリクスとしてのイオン化支援機能を有することを見出し、従来の

マトリクスでは難しいとされている低分子領域の質量分析に成功した。今回は SiO2包含 NiFe2O4ナノ

微粒子を作製し、さらに表面にアミノ基の修飾を行うことで、MS測定における粒径との関連並びに表

面修飾によるイオン化支援機能の向上を目的とした。 

湿式混合法により NiFe2O4ナノ微粒子を作製した。また、イオン化支援機能を向上させるためにアミ

ノ基を修飾することで機能化を施した。その後、粉末 X線回折(XRD)を行い、物質を同定し、局所構

造解析(XAFS)により電子状態を解明した。さらに FT-IR測定よりアミノ基由来の振動ピークから修飾

を確認した(Fig.1)。MALDI-TOF-MSによる Colchicineの質量分析の結果、市販の DHBをマトリクスと

して使用した場合ではColchicine由来のピークを検出できたがマトリクス由来のピークからS/N比が低

下したのに対し、我々の磁気ナノ微粒子を使用すると、Colchicine由来のピークがすべての粒子におい

て明瞭に観察された(Fig.2)。中でも粒径が小さいもの、アミノ基を修飾した粒子がより検出能力がある

ことが明らかになった。そこで吸光度測定と粒度分布測定を行うことでイオン化支援機能との相関を

考察した。磁気ナノ微粒子を用いた質量分析のイオン化メカニズムを解明することで、低分子領域で

のイオン化支援機能が向上し質量分析イメージングへの応用が期待できる。 

          

Fig.1 アミノ基修飾前後の IRスペクトル      Fig.2 各試料をマトリクスとして用いた 

                           ColchicineのMSスペクトル 
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